
●25日 協同組合仙台卸商センター青年経営研究会
視察来訪

●５日 理事会
１．総務委員会より
（１）中間決算について
（２）出資金見合いの緊急融資について
２．組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
（２）会館の空調設備修繕について
（３）団地内街灯の修繕について
（４）会館４階研修室の椅子購入について
（５）会館１階ホール音響について
３．厚生委員会より
（１）第７回キマッシカップ・ボウリング（第31回商社

対抗ボウリング大会）について
（２）営業マン研修の開催について
（３）初心者マラソン講習会について
４．事業戦略委員会より
（１）金沢市卸売業革新支援事業について
（２）問屋まちスタジオイベント事業運営報告
（３）広報誌第114号の発行について
（４）石川県地域連携促進事業「問×美」（といかける

び）について
５．青年部会より
（１）協同組合仙台卸商センター青年経営研究会視察

来訪について
（２）10月定例会　視察研修について
（３）11月定例会　公開セミナーについて

●３日 理事会
１．組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
（２）不燃物有料回収について
２.厚生委員会より
（１）営業マン研修の開催について
（２）弓取保育園の入園申込みについて
（３）第８回キマッシカップ・オープンゴルフ（第24回

ゴルフ大会）について
（４）第38回商社対抗ソフトボール大会について
（５）初心者マラソン講習会について
３．事業戦略委員会より
（１）作品買い上げ補助制度について
４．開発プロジェクトチームより
（１）しんきんビジネスフェア「北陸ビジネス街道

2012」について
５．問屋町交通安全対策協議会より
（１）違法駐車の取り締まりについて
６．問屋まちスタジオ運営協議会より
（１）石川県地域連携促進事業について
７．青年部会より
（１）９月定例会　立山登山
（２）11月定例会　公開セミナー
８．事務局より
（１）「金沢商人塾」について
（２）石川県新人学童野球選手権大会の開催と当組合

の支援について
●３日 問屋神社　40周年記念式典
　　　　協同組合横手卸センター視察来訪
●17日 町内一斉清掃実施　112社131名参加
●19日 初心者マラソン講習　12社17名参加
●20日 経営者研修会　11社28名参加
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６．事務局より
（１）「金沢商人塾」について
（２）石川県新人学童野球選手権大会準決勝・決勝の

ご案内
（３）「合同就職面接会」の開催について
●26日 金沢市卸売業経営革新支援事業
情報発信強化セミナー　22社37名参加

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）新年祭について
（２）新年互礼会について
（３）景況調査について
（４）集団健康診断の実施について
２.組合運営委員会より
（１）会館１階ホール音響について
（２）高置水槽修繕について
（３）会館の老朽化に伴う修繕について
（４）会館正面ドアの修理について
３．厚生委員会より
（１）経営者研修会の開催について
（２）幹部社員研修会の開催について
４．事業戦略委員会より
（１）金沢市卸売業経営革新支援事業について
（２）問屋まちアートパーク「ｍｕ-ｋｕ」展示作品買い上げ

について
（３）問屋まちスタジオ契約更新について
（４）広報誌第115号の発行について
５．問屋まちスタジオ運営協議会より
（１）12月のイベント開催について
６．青年部会より
（１）11月定例会公開セミナー実施報告
（２）視察研修実施報告
７．事務局より
（１）「金沢商人塾」について
（２）事務局の年末年始休暇について
●20日 金沢市卸売業経営革新支援事業
情報発信強化セミナー　23社36名参加

当組合の概要を説明、活発な意見交換を行った。
夜も引き続き懇親会を開催し、交流を深めた。
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新年のご挨拶
井上三郎氏黄綬褒章受章
平成25年の経済見通し
巳年男大いに語る
第９期金沢商人塾例会報告
わが社をPR
青年部会視察研修
バトンエッセー
うちのキラリンさん
事務局だより

明
る
く
・
笑
顔
で
・
へ
こ
た
れ
ず

　年の瀬も迫り、恒例のお歳暮の時期とな
りました。一昨年、大学時代にお世話になっ
た茨城と熊本の先輩二人に「加賀れんこん」
を贈りました。県内で加賀野菜のネームバ
リューが高まってきていたのもあり、美味し
い加賀野菜を食べてもらおうと思い贈りま
した。
　届いてから二人の先輩から連絡がありま
した。まずは茨城の方…「お歳暮ありがとう。
でも、茨城県はレンコン生産日本一だから
ね～」。そして熊本の方…「加賀れんこんあ
りがとう。熊本の郷土料理、辛子れんこんに
使ってみるよ！」と。どちらも珍しくないもの
贈ってしまった？と冷や汗。
　でも、このことをきっかけに加賀野菜に興
味を持ちました。２年後には北陸新幹線が
開通します。全国的に加賀野菜のブランド
化が進み、他県の方にも自慢できるよう県
民の一人としてＰＲをしていきたいと思い
ます。 （Ｔ．Ｔ）
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和食処 
よろこび庵〈流通会館１階〉

蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり

日替わりランチ水曜日「焼魚とコロッケ定食」。
780円で、コーヒーおかわり自由です（写真は
一例です、メニューの変更等もあります）。

原料の蕎麦にこだわり、ていねいに手打ち
をして提供しています。蕎麦以外にも、う
どんや日替わり弁当などメニューも多彩。
スタッフ一同元気な笑顔でお待ちしてい
ますので、ぜひお越しください。

●日替わり弁当などは団地内の配達も承ってい
ます。詳しくは☎238-5544まで

スタッフお勧め！



景
気
後
退
は
短
期
間
で
終
了
、

外
需
主
導
に
よ
り
景
気
は
回
復
局
面
へ

ま
す
が
、「
欧
州
ソ
ブ
リ
ン
危
機
」の
深
刻
化
、

米
国
の「
財
政
の
崖
」な
ど
、
複
数
の
リ
ス

ク
要
因
が
同
時
に
起
き
る
ケ
ー
ス
で
は
、

新
興
国
の
政
策
発
動
の
み
で
世
界
経
済
を

支
え
る
に
は
力
不
足
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
隣
国
中
国
に
お
い
て
は
、
当
面
財
政
・

金
融
政
策
発
動
の
効
果
な
ど
か
ら
、
緩
や

か
に
持
ち
直
す
見
通
し
で
す
が
、
中
長
期

的
に
は
大
規
模
な
設
備
ス
ト
ッ
ク
調
整
が

発
生
す
る
リ
ス
ク
は
警
戒
す
べ
き
で
す
。

２
０
３
０
年
に
か
け
て
中
国
の
潜
在
成
長

率
は
＋
５
％
台
へ
と
大
き
く
減
速
す
る
可

能
性
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
次
に
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月

を「
山
」と
し
て
景
気
後
退
局
面
入
り
し
た

可
能
性
が
濃
厚
で
す
が
、
世
界
の
リ
ス
ク
要

因
を
抱
え
な
が
ら
も
、
国
内
で
は 

①
日
銀

の
追
加
金
融
緩
和 

②
震
災
発
生
に
伴
う「
復

興
需
要
」、
海
外
で
は
や
は
り 

③
米
国
・
中

国
経
済
の
持
ち
直
し
、
こ
の「
３
本
の
矢
」

に
支
え
ら
れ
て
、
ゆ
る
や
か
な
回
復
軌
道
を

辿
る
公
算
で
す
。
特
に
、
米
国
・
中
国
経
済

の
持
ち
直
し
は
重
要
で
あ
り
、
中
国
に
お
い

て
は
製
造
業
に
お
け
る
在
庫
調
整
が
進
み
、

ア
ジ
ア
域
内
の
貿
易
拡
大
を
通
し
て
、
年
明

け
以
降
に
は
日
本
の
輸
出
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
米
国
に
お
い
て
も
住
宅
関
連
を
中
心
に

回
復
の
兆
し
が
あ
り
、「
財
政
の
崖
」問
題
を

議
会
が
克
服
す
れ
ば
、
景
気
回
復
ペ
ー
ス

を
加
速
さ
せ
、
さ
ら
な
る
日
本
の
輸
出
環

境
の
改
善
に
繋
が
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
ま

す
。
輸
出
環
境
の
改
善
は
国
内
需
要
も
刺

激
し
、
復
興
需
要
や
消
費
税
増
税
前
の
駆

け
込
み
需
要
も
相
ま
っ
て
、
年
後
半
に
は

景
気
回
復
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
安
倍
新
政
権
に
は
、
日
本
経
済

再
生
、
景
気
回
復
の
後
押
し
に
向
け
て 

①

政
府
・
日
銀
が
よ
り
一
層
緊
密
に
連
携
し
、

デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
追
加
金
融
緩
和
の

実
施 

②
防
災
・
減
災
対
策
を
中
心
と
し
た

大
型
補
正
予
算
を
編
成
し
、
財
政
面
で
の

景
気
下
支
え
を
実
施 

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

や
規
制
緩
和
・
構
造
改
革
を
軸
と
し
た
大

胆
な
政
策
の
実
現 

④
消
費
税
引
き
上
げ
、

社
会
保
障
費
を
中
心
と
す
る
歳
出
削
減
な

ど
を
通
じ
て「
財
政
再
建
」を
実
現
、
以
上

４
点
を
柱
に
据
え
た
経
済
政
策
を
断
行
し
、

景
気
回
復
を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
地
元
石
川
県
に
つ
い
て
で
す
が
、

海
外
経
済
の
低
迷
、
日
中
関
係
悪
化
に
よ

る
下
振
れ
懸
念
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

米
国
・
中
国
経
済
の
持
ち
直
し
に
よ
り
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
金
沢
市
中
心
の
武
蔵
地
区

に
は
、
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
た
ダ
イ
エ
ー

跡
地
に
複
合
商
業
ビ
ル
建
設
が
決
定
。
寺

町
台
地
区
が
国
の
文
化
審
議
会
よ
り
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
答
申
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
石
川
県
の
重
伝
建

地
区
は
京
都
を
上
回
る
８
件
、
金
沢
市
は

京
都
市
、
山
口
県
萩
市
と
並
び
４
件
と
、

と
も
に
全
国
最
多
と
な
り
、
平
成
27
年
春

に
控
え
る
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
を
目
指

し
て
、
地
域
の
魅
力
発
信
の
大
き
な
期
待

を
抱
か
せ
る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
ど

も
北
國
銀
行
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
方
と
と

も
に
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
今
後
も
努

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
も
昨
年
同
様
に
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
に
は
ギ
リ
シ
ャ
債
務
問
題
で
楽
観
的

見
方
が
支
配
し
た
こ
と
も
あ
り
、
１
万
円

台
を
回
復
。
欧
州
債
務
問
題
懸
念
再
熱
と

と
も
に
再
び
下
落
す
る
も
、
安
倍
新
政
権

誕
生
期
待
に
よ
る
年
後
半
の
円
安
効
果
も

あ
り
、
再
度
１
万
円
台
を
回
復
し
、
マ
イ

ン
ド
的
に
も
随
分
回
復
し
ま
し
た
。

　
為
替
相
場
も
依
然
歴
史
的
な
円
高
水
準
で

は
あ
り
ま
す
が
、
１
米
ド
ル
77
円
台
半
ば
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
欧
州
債
務
問
題
の
動
静
と

歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
78
円
台
か
ら
84

円
台
の
レ
ン
ジ
で
推
移
し
ま
し
た
。

　
民
主
党
政
権
に
よ
り
内
需
主
導
の
政
策

を
推
し
進
め
て
き
た
も
の
の
、
円
高
の
定
着
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
対
応
な
ど
の
遅
延
、
高
い
法
人
税

率
の
放
置
に
よ
り
、
企
業
の
国
際
競
争
力

の
低
下
、
産
業
の
空
洞
化
が
加
速
し
た
観

は
否
め
ま
せ
ん
が
、
自
民
党
安
倍
新
政
権

に
は
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
、
混
迷
す
る

経
済
立
て
直
し
、
財
政
再
建
、
諸
外
国
と

の
関
係
改
善
等
重
要
課
題
に
取
り
組
み
、

平
成
25
年
が
景
気
浮
揚
の
年
で
あ
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
世
界
経
済
で
あ
り
ま
す
が
、
欧

米
な
ど
先
進
国
の
内
需
低
迷
を
新
興
国
の

政
策
発
動
で
ど
の
程
度
相
殺
で
き
る
か
が

鍵
を
握
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
興

国
が
積
極
的
な
財
政
・
金
融
政
策
の
発
動

を
実
施
す
れ
ば
、
先
進
国
の
内
需
低
迷
を

相
殺
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様

に
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
旧
年
中
賜
り
ま
し
た
ご
厚
誼
に
対
し

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
日
本
経
済
前
半
３
月
ま
で

は
欧
州
債
務
問
題
に
対
す
る
懸
念
後
退
や
、

米
国
景
気
の
回
復
期
待
、
ま
た
国
内
で
は
、

復
興
需
要
の
本
格
化
に
よ
る
官
公
需
を
背

景
に「
鉄
鋼
」や「
非
鉄
金
属
」が
上
昇
、
エ

コ
カ
ー
補
助
金
の
復
活
に
よ
る
自
動
車
関

連
が
上
昇
し
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
緩
や

か
に
現
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
４
月
以
降

は
欧
州
債
務
問
題
の
懸
念
復
活
や
新
興
国

経
済
の
減
速
な
ど
よ
り
不
透
明
感
が
増
幅
。

ま
た
自
動
車
販
売
を
支
え
て
き
た
エ
コ

カ
ー
補
助
金
の
終
了
や
尖
閣
諸
島
問
題
に

端
を
発
し
た
日
中
関
係
の
悪
化
、
復
興
需

要
関
連
も
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
い
等
、

景
気
後
退
局
面
に
入
っ
た
と
の
見
方
が
支

配
し
ま
し
た
。

　
市
場
に
つ
い
て
も
、
日
経
平
均
は
８
５

０
０
円
台
回
復
で
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
と
、

景
気
後
退
は
短
期
間
で
終
了
、

外
需
主
導
に
よ
り
景
気
は
回
復
局
面
へ

平成25年の経済見通し

株
式
会
社
北
國
銀
行
問
屋
町
支
店
　
支
店
長
　
多
田 

隆
保

平
成
24
年
を
振
り
返
っ
て

平
成
25
年
の
見
通
し

厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
る

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
心
豊
か
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
柔
道
で
金
沢
出
身
の
松
本
薫
選

手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
日
本

は
史
上
最
多
の
38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥

教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
経
済
面
で
は
、
３
年
前
に
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
、
２
年
前
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
昨
年
は
回
復
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
や
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
多
機
能
携
帯
電
話
関
連
や
太
陽

光
発
電
導
入
・
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
関

す
る
事
業
の
活
発
化
等
か
ら
、
前
半
は
多

少
回
復
の
兆
し
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
欧
州
債
務
問
題
の
発
生

及
び
中
国
と
の
外
交
問
題
や
中
国
経
済
の

減
速
に
よ
る
経
済
の
不
確
実
性
か
ら
後
半

は
低
迷
し
た
う
え
、
政
治
問
題
も
加
わ
り

混
迷
を
深
め
た
１
年
で
し
た
。

　
ま
た
年
末
に
か
け
て
中
国
の
総
書
記
の

交
代
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
の
大
統
領
選
、

そ
し
て
日
本
の
首
相
を
選
ぶ
衆
議
院
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
新
た
な
体
制
で
新
年
度
を

迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
各
国
が
共
通
し
て

今
年
は
経
済
回
復
を
第
一
に
し
た
公
約
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
北
陸
金
沢
に
お
い
て
は
、
2
0
1
5
年

３
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
関

東
方
面
か
ら
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
の
競
争

激
化
も
予
想
さ
れ
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
逆
に
首
都
圏
へ
の
新
規
参
入
等
市
場

の
広
が
り
か
ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
も
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

組
合
事
業
も
さ
ら
に
成
長
を

●
ア
ー
ト
に
よ
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

　
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
を
中
心
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
８
月
に
開
催
。「
空
白
の
思
索
」

の
展
覧
会
及
び
、
陶
芸
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ダ
ン
ス
、
モ
ビ
ー
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
数
多
く
の
従
業
員
・
近
隣
の
皆

様
が
家
族
連
れ
で
参
加
さ
れ
、
と
て
も
楽

し
く
和
や
か
な
雰
囲
気
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
主
催
者
、
参
加
者
、
組
合

関
係
者
等
に
よ
り
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
も
行
わ
れ
、
今
後
へ
の
期
待
も
膨
ら

み
ま
し
た
。

　
ま
た
９
月
に
は
、
美
大
生
が
問
屋
町
の

企
業
か
ら
着
物
、
生
地
、
糸
、
ゴ
ム
製
品
、

パ
イ
プ
他
沢
山
の
素
材
提
供
を
受
け
て
作

品
を
制
作
す
る「
問×

美
」展
を
、き
ま
っ

し
広
場
・
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
で
実
施
し
、

美
大
と
企
業
の
連
携
に
よ
る
珍
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
メ
デ
ィ
ア

に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
引
き
続
き
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
を
考
え
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
発
信
力
を
高
め
る

　
現
在
は
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人
の
方

が
消
費
意
欲
が
強
く
、
１
か
月
の
消
費

支
出
の
う
ち
２
割
強
が
ネ
ッ
ト
に
よ
り

購
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今
年

度
は
、
卸
機
能
の
強
化
と
し
て
各
組
合

員
の
情
報
発
信
力
を
高
め
る
た
め
の
ネ

ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
、
特
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
年
３
回
コ
ー
ス
で
研
修
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
収
益
事
業
の
安
定
化

　
組
合
の
収
益
を
安
定
し
て
確
保
す
る
た

め
の
一
つ
と
し
て
平
成
23
年
11
月
よ
り
、

組
合
が
店
舗
を
建
て
て
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

賃
貸
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

会
館
の
利
用
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
収
益
確
保
が
予
想
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
今
後
も
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

会
館
設
備
の
充
実
等
を
図
り
、
安
定
収
益

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

明
る
く
・
笑
顔
で
・

へ
こ
た
れ
ず

　
全
般
的
に
景
気
の
回
復
は
期
待
す
る
も
、

環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
我
々
企
業
は
、
不
況
等
に
左
右

さ
れ
ず
、
独
自
の
強
み
を
身
に
つ
け
て
商

売
の
発
展
に
繋
げ
る
よ
う
知
恵
を
出
し
、

成
功
を
目
指
し
て「
明
る
く
・
笑
顔
で
・

へ
こ
た
れ
ず
」頑
張
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
日
頃
か
ら
当
組
合
事
業
へ
の

ご
理
解
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

石
川
県
を
は
じ
め
金
沢
市
な
ら
び
に
関
係

機
関
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
並
び
に
関
連
企
業
の
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１月４日に150名が出席して新年互礼会が開催された。

新年のご挨拶新年のご挨拶
協同組合金沢問屋センター理事長　伊藤 淳藏

黄綬褒章受章黄綬褒章受章黄綬褒章受章
金沢機工株式会社　会長　井上 三郎氏

機械金属や電機電子工業でつくる社団法人
石川県鉄工機電協会をはじめ、各種団体で要
職を歴任し、業界の発展に貢献された。



激
動
の
予
感
に
我
想
う

急
ぐ
な
焦
る
な
慌
て
る
な

飽
く
な
止
ま
る
な
怠
け
る
な

ゆ
っ
く
り
歩
け

し
っ
か
り
歩
け

  

こ
れ
は
私
が
小
学
生
の
頃
、
亡
き
父
が
正

月
の
二
日
に
口
頭
で
言
っ
た
言
葉
を
書
き

初
め
し
た
も
の
で
、
不
思
議
と
記
憶
に
残
っ

て
お
り
、
今
想
え
ば
実
に
深
く
重
み
の
あ

る
詞
で
あ
る
。

  
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
末
は
土
壇
場
に
お
い
て
の
総

選
挙
と
、「
師
走
」と
記
す
が
如
く
慌
た
だ

し
く
暮
れ
て
い
き
、
今
ま
さ
に
激
動
を
予

感
さ
せ
る
新
た
な
る
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

  

世
界
の
情
勢
を
観
て
も
米
・
中
・
欧
は

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
改
革
を
迫
ら
れ
て

お
り
、
無
論
、
い
わ
ん
や
日
本
を
や
の
状

態
で
す
。
情
報
、
通
信
の
急
速
な
発
展
に

よ
り
、
世
界
は
密
接
に
リ
ン
ク
し
て
い
る

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
ま
た
非
常
に
身

近
な
も
の
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

  

国
内
情
勢
の
変
化
は
刻
一
刻
と
加
速
を

増
す
ば
か
り
で
、
い
わ
ゆ
る
後
回
し
の
ツ

ケ
が
歪
み
と
な
っ
て
一
気
に
表
面
化
し
て

き
て
い
る
状
況
で
す
。

   

す
な
わ
ち
、
結
局
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

い
崖
っ
ぷ
ち
の
所
ま
で
、
と
う
と
う
来
て

し
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

当
組
合
で
は
、
今
年
度
は
金
沢

市
よ
り
補
助
を
受
け
て
情
報
発
信

の
強
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
全
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は（
株
）ド
モ
ド
モ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
遠
田

幹
雄
氏
。親
し
み
や
す
い
人
柄
で
、

11
月
26
日
、12
月
20
日
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
現
在
の
Ｉ
Ｔ
環
境
の
変
化

を
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
に
は
、｢

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
開
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
時
代
の
Ｉ

Ｔ
活
用
〜
実
名
で
の
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
が
変
化
す
る
の

か｣

を
テ
ー
マ
に
第
３
回
目
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
問
屋
団
地
の
皆
様
方
に
は
常
日
頃

か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
昭
和
52
年
生
ま
れ
、
今
年
で
36
歳

を
迎
え
る
年
男
で
す
。
今
思
え
ば
、
社
会

人
に
な
っ
た
時
か
ら
す
で
に
日
本
経
済
の

発
展
は
減
速
し
て
お
り
、
厳
し
い
不
景
気

の
時
代
し
か
味
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
理
由
に
弱
音
を
吐

い
て
い
て
は
、
当
然
で
す
が
明
る
い
未
来

は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
逆
境
を
バ
ネ
に
前

に
進
む
精
神
力
、
時
代
に
応
じ
た
変
化
、

新
し
い
戦
略
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
気
な
ら
言
葉
に
出
し
て
言

う
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
は
心
の
こ
も
っ

た
言
葉
を
使
い
、
口
先
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
行
動
に
表
す
と
い
う
意
味
で
す
。

　
私
自
身
、
正
直
を
言
え
ば
、
世
の
中
が

好
景
気
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
、
人
に
は
前

向
き
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
が

多
い
。
表
向
き
は
周
囲
に
合
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
内
心
は
、
他
人
に

ば
か
り
求
め
た
り
、
今
の
世
の
中
の
せ
い

に
す
る
。
で
も
そ
れ
で
は
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
人
を
改
め
さ
せ
よ
う
、
変
え
よ
う

と
す
る
前
に
、
ま
ず
自
分
が
改
め
、
変
わ

る
。
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
、
反
省

し
た
こ
と
は
、本
気
の
言
葉
を
口
に
出
し
、

す
ぐ
に
実
践
、
行
動
す
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
私
が
尊
敬
す
る
恩
師
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
で
す
が
、「
心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変

わ
る
、
行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ

る
、
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
、

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。」と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
が
運
命

を
変
え
、
人
生
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る

た
め
に
も
、
心
を
行
動
に
移
す
よ
う
に
実

行
い
た
し
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
の
私
で
す
が
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

大
い
に
語
る

男

こ
ん
な
!?
時
代（
と
き
）に
48
歳
の「
年

男
」を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
も
は
や
天
命
と
思
い
、
覚
悟
を

決
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
さ
ら
に
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
感
謝

し
て
事
に
臨
む
べ
き
で
も
あ
り
ま
す

（
笑
ゝ
）。

  

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
に
記
し
た
父
か
ら

貰
っ
た
言
葉
を
、
私
は
未
だ
到
底
実
行
し

て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
激

変
に
決
し
て
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
さ

に
今
か
ら
、
今
こ
そ
、
一
歩
ず
つ
熱
意
を

持
っ
て
事
に
当
た
り
、
精
進
し
て
い
く
始

動
の
年
に
し
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

  

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

丸
与
商
事
株
式
会
社

次
長
　
水
本 

安
長

心
を
行
動
に
移
す

小
川
商
事
株
式
会
社

取
締
役
営
業
部
長

　
　
　
　
小
川 

哲
平

巳巳

敷居の高いＩＴの話をわかりやすく説明いただいた。

金沢市卸売業経営革新事業

セミナー
開 催

　
会
場
を
湯
涌
創

作
の
森
に
移
し
て

行
い
ま
し
た
。
緑

豊
か
な
地
で
の
例

会
は
新
鮮
な
雰
囲

気
で
進
行
し
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
教

育
の
重
要
性
を
語
り
、
教
育
の
で
き
な
い
ダ
メ
上

司
が
増
え
て
い
る
と
説
明
。
ダ
メ
な
上
司
の
例
を

列
挙
し
、
自
身
に
当
て
は
ま
っ
て
い
な
い
か
考
え

さ
せ
る
な
ど
、塾
生
に「
良
い
上
司
と
は
何
か
？
」

を
問
い
か
け
る
会
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、
ブ

レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宿
泊
を
伴
う
会
だ
っ
た
た
め
塾
生
同
士
の
親
睦

も
深
ま
り
ま
し
た
。

　「
お
は
よ
う
」「
さ

よ
う
な
ら
」と
い

う
言
葉
に
は
本
来

大
切
な
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
多
く
は

そ
の
意
味
を
知
ら

ず
に
生
活
し
て
い
ま
す
が
、「
お
は
よ
う
」は
英
語

の
G
o
o
d 

m
o
r
n
i
n
g
と
意
味
が
全
然

違
う
の
で
す
。
し
か
し
、
今
日
の
教
育
現
場
で
は

そ
れ
を
教
え
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
各
国
で
は
自
国

の
伝
統
を
身
に
つ
け
る
教
育
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
身
に
つ

け
て
お
く
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
、
会
社
経
営
に
も
現
れ
て
い
る
と
語

ら
れ
ま
し
た
。
太
陽
や
自
然
に
感
謝
の
で
き
る
人

を
目
指
す
べ
き
と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

 「金沢商人塾」 例会報告第９期 「金沢商人塾」 例会報告
第
３
回
●
10
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）

企
業
力
は
上
司
力
で
決
ま
る
!!

   

　 

〜
デ
フ
レ
に
打
ち
勝
つ
組
織
作
り
〜

　
　
　（
株
）日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
経
営
研
究
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
長
　
大
塚
　
徹
氏

第
４
回
●
11
月
24
日（
土
）

日
本
の
心
の
経
営

　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
の
塾
　
境
野 

勝
悟
氏

株式会社シキケミカル
環境衛生薬剤の専門店です あまり知られていないけど、実は…

　水道の蛇口から出てくる水をガブガブ飲める国
がどれだけあるか…。上下水道施設などのインフ
ラはもちろん、排水を行っている工場でも水源を
汚さないために化学薬品は欠かせません。一方で、
化学薬品の使用を不安視する声があるのも事実で
すが、環境を壊さないように使っていくことも人間
の知恵であり、そのための知識や情報を商品とと
もに提供しているのがシキケミカルなのです。
　実は、クリンリネスの行き届いた安全で衛生的
な現代の暮らしを享受する私たちみんなが、お世
話になっていたのですね。

取材メ
モ

　プール、浄水場、上下水道処理施設な
どで使用する殺菌消毒剤、そこから派生
する洗剤、洗浄剤、濾過機まわりの薬品
や工業薬品など、衛生・清潔・消毒に関
する商品を販売しています。
　化学薬品等は、製造メーカーの直販
はありません。例えば家庭用の塩素系漂
白剤が、製造メーカーから日用品メー
カーに卸され、小分けされて流通してい
るように、業者向けの商品は我々のよう
な代理店等が扱っています。総合商社
などの一部門が代理店となることが多
い中で、専門の卸業者という当社の形態
は特殊かもしれません。
　納入先が限られる中で、今後必要とな

るのは既存のお客様の深堀り。環境衛生に関する商品をすべて網羅する専門店
であるという特長を推し進め、お客様から求められ頼りにされる会社であり続け
たい。一番のライバルは、時代の変化と言えるかもしれません。時代の求めに
合った商品を提供できるように変わっていかなければ必要とされませんから。

お客様の柱は水関係…水商売で
すね（笑）。ライフラインの一翼を
担っているという自覚と誇りを
持ってやっていかなければ！

「わが社をＰＲ」に掲載ご希望の方は事務局までお問い合わせください（自薦、他薦を問いません）。

代表取締役
普和 克守

　
標
記
大
会
が
平
成
24
年
11
月
３
日
か
ら
県
内

16
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、11
月
10
日
は

準
決
勝
・
決
勝
戦
の
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
決
勝
で
は
根
上
ク
ラ
ブ
と
美
川
ク
ラ
ブ
が
対

戦
し
、決
勝
戦
に
相
応
し
く
緊
迫
し
た
試
合
の
結

果
、打
撃
力
で
上
回
っ
た
根
上
ク
ラ
ブ
が
３-

０

で
初
優
勝
の
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
大
会
の
開
会
式
、閉
会
式
に
当
組

合
伊
藤
理
事
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、各
選
手

を
激
励
。両
親
・
監
督
・
コ
ー
チ
等
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切

に
す
る
よ
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
り
ま
し
た
。

 

県
新
人
学
童
野
球
選
手
権
兼（
協
）金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
旗
争
奪
大
会

根
上
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

初優勝の根上学童野球クラブ。

第５回

シキケミカルでは、
平成19年に白山
市に配送センター
を開設し、平成22
年には工業製品
の小分け製造業
も開始している。



開
発
に
関
わ
り
ア
ー
ト
に
よ
る
町
づ
く
り
に
成

功
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
直
島
へ
向
か
い
ま
し

た
。
島
内
の
公
共
交
通
は
バ
ス
し
か
な
く
、
観

光
を
売
り
に
し
て
い
る
割
に
は
交
通
の
便
が
悪

か
っ
た
で
す
。
予
定
し
て
い
た
バ
ス
に
１
本
乗

り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
無
謀
に
も
雨
の
中

を
し
ば
ら
く
徒
歩
で
移
動
し
た
の
が
失
敗
で
し

た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
雨
足
が
強
く
な
り

全
身
ず
ぶ
濡
れ
状
態
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場

に
到
着
。
そ
こ
で
寒
気
と
共
に
心
が
折
れ
て
し

ま
い
、
結
局
当
初
の
目
的
だ
っ
た「
地
中
美
術

館
」の
見
学
は
あ
き
ら
め
、
古
民
家
を
ア
ー
ト

で
再
生
し
た「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
外
観
だ
け

見
て
き
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
に
は
多
く
の
観
光

客
が
乗
船
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ひ
ど
い
雨
の

せ
い
か「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」周
辺
に
人
影
は
な

く
閑
散
と
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
ト
を
観
光
産

業
の
売
り
に
し
て
い
る
割
に
は
島
民
が
そ
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ず
、
ア
ー
ト

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
金
儲
け
の
難
し
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
移
動
距
離
が
約
１
０
０
０
キ
ロ
。

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
、
中
身
の
濃

い
視
察
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
経
験

を
活
か
し
、
な
ん
ら
か
の
形
で
具
体
的
な
提
言

を
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

株式会社丸菱　田中 李枝さん

ウィルビー株式会社　古武 奈巳代さん
骨髄バンクに登録しています。登録しただけで終わる人が多い
中で、昨年２度のドナー依頼が。結局提供には至りませんでし
たが、珍しい体験でした。

　仕事仲間と遊びに行ったのをきっかけに始め、最初の頃は大会等にも出ていたボウ
リングですが、ここしばらくは遠ざかっていました。そのボウリングを再開した目的は、
運動不足解消！季節や天候に関係なく一年中できるし、一人でも皆と一緒に行っても
楽しめるのが魅力です。今は、月２回程度例会がある気楽なチームに所属して、ボチボ
チ楽しんでいます。「打倒！古武さん」なんて言いながら遊びに行っている同僚もいる
ようで、たまに一緒に投げに行くのもまた、楽しいかなと思っています。
　この会社にお世話になって２年。担当
している総務経理は書類相手の業務で
すが、書類の向こうにいるのは人です。。
次に書類を手に取って見る人への気遣
いができるように心がけていたいと
思っています。どんな仕事であっても、結
局は人。へこむこともありますが、いろい
ろな人と出会えていろいろな仕事がで
きるというのは楽しいことでもある、そ
う思っています。

就活の時、丸菱の「でしゃばり、おっちょこちょい大歓迎」とい
うコピーにピンと来ました。「これは自分のことや！」。でも、
おっちょこちょいは直さないと。

　運動は大好きです。商社対抗ソフトボールに出場したほかの女の子たちも負けん気
の強い体育会系で、みんな仲がいいですよ。職場の雰囲気もアットホーム、就職の面接
の時にもそれが感じられて、こんな会社で働きたいと思いました。
　じっとしていられない性格を逆手にとって希望したのは営業職でした。女性営業の大
きな仕事は既存のお客様へのアフター
フォローや提案等で、求められるのは「女
性にあった営業」です。私が心がけている
のは「質問しやすい人」であること。お客様
が「ちょっと聞きたい」ことに意外な商談の
ヒントがありますし、応えることで力がつく
と思っていますから。
　営業になって２年、現実は厳しく、誰と
もしゃべりたくないほど落ち込む日もあ
りましたが、今は仕事が楽しい！結果オー
ライかなと思っています。

 昨年、登山を始めました
　誘われて、軽いノリで白山に登ったので
すが…。８月上旬なのにヒョウが降り、50
メートル先に稲妻が走る最悪の天候。あま
りにも辛くて、登り切った時は泣きそうなく
らい感動しました。体育系がウリのはずな
のに翌朝も体力が回復しなくて、山頂に着
いたのは日の出の10分後。快晴だったの
に残念です。でもまた挑戦したい！
　目標は富士山登山。すごい達成感だそう
ですよ、誰か一緒に登りませんか？

コメント

コメント

問
屋
神
社

　

10
月
３
日
、問
屋
神
社「
鎮
座
40
年
記
念
大
祭
」お

よ
び「
秋
祭
り
」を
行
い
ま
し
た
。

　

問
屋
神
社
は
昭
和
45
年
10
月
に
伏
見
稲
荷
大
社
か

ら
御
分
霊
を
奉
納
し
、今
年
は
鎮
座
41
周
年
と
な
り

ま
す
。昨
年
執
り
行
う
は
ず
だ
っ
た
40
年
記
念
祭
が

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
自
粛
と
な
り
、一
年

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
祭
に
は
白
山
比
咩
神
社
か
ら
宮
司
様
や
舞
女
様

が
参
拝
さ
れ
、祝
詞
や
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。多
数
の
ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎮
座
40
年
記
念
大
祭

白山比咩神社の舞女様が舞を披露。キラリンさん募集中●あなたのまわりのステキな社員さんをぜひご紹介ください。取材に伺います！

結局は人、だからおもしろい！

ただ今、営業修行中！

 ボウリングより長い 生け花歴
　流派は嵯峨御流でお免状も持っています。
同じ花材を使って
も生けるたびに仕
上がりが違います
し、生ける人によ
って全く違う作品
になる。20年やっ
ても新鮮な刺激
を感じます。

商社対抗ソフトボ
ール大会ＭＶＰ　

　　

キマッシカップボ
ウリング 女子の部

２連覇

うちのキラリンさん
問屋町のスポーツイベントで大活躍！
元気な笑顔が輝いていた社員さんをご紹介します。

　

先
日
大
統
領
選
が
あ
り
オ
バ
マ
候
補
が
再
選

し
ま
し
た
。
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
共
和
党
の

ほ
う
が
良
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

国
民
は
チ
ェ
ン
ジ
の
チ
ェ
ン
ジ
は
望
ま
な
か
っ
た

と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
我
々
世
代
は
ア
メ
リ

カ
大
統
領
は「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
」つ
ま
り「
ホ
ワ
イ
ト
で

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」と
教

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ネ
デ
ィ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
れ
だ
け
の
支
持
を

得
た
の
で
す
か
ら
、
当
時
か
ら
そ
の
神
話
は
崩

れ
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

当
選
す
る
と
き
は
ロ
ー
マ
法
王
に
尽
く
す
の

か
、
国
家
に
忠
誠
を
尽
く
す
の
か
と
言
う
問
題

に
な
っ
た
ら
し
い
で
す
。

　

わ
が
国
で
は
麻
生
元
総
理
、
大
平
元
総
理
は

敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ら
し
い
で
す
が
、
さ
ほ

ど
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
伊
勢
神
宮
に

は
ち
ゃ
ん
と
参
拝
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

よ
り
も
、
わ
が
国
で
は
靖
国
参
拝
の
方
が
重
大

問
題
の
よ
う
で
す
。
以
前
靖
国
神
社
へ
行
っ
た
と

き
、
丁
度
防
衛
大
臣
を
辞
め
た
石
破
茂
氏
が
数

十
台
の
街
宣
車
の
中
を
Ｓ
Ｐ
も
付
け
ず
に
肩
で

風
を
切
っ
て
歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
れ
で
信
念
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
中
国
や
韓
国
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ご
存
知
の
よ
う
に
中
国
は
儒
教
の
国
で
、

そ
の
教
え
が
共
産
主
義
教
と
い
う
も
の
に
変

わ
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
１
９
６
０
年
代

の
文
化
大
革
命
で
誰
も
が
毛
沢
東
語
録
を
掲
げ

vol.1
5

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

弘進ゴム株式会社 社長

今井　仁

て
い
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
の
人
々
が
コ
ー
ラ
ン
を

ひ
た
す
ら
読
む
よ
う
に
、
す
べ
て
の
真
理
が
書

か
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
中

国
も
宗
教
国
家
と
い
う
こ
と
で
す
。
韓
国
も
然

り
で
す
。
中
東
の
宗
教
の
話
を
す
る
と
と
て
も

紙
面
が
た
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
出
来
事
と
し

て
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
を
侮
辱
し
た
と
い
わ
れ
る
映

画
予
告
が
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ
れ
、
中
東
で
は
反

米
デ
モ
が
起
き
る
な
ど
の
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が

宗
教
国
家
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
が
国
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
神

社
や
寺
院
、
教
会
な
ど
の
神
聖
な
場
所
は
大
事

に
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
信
仰
に
結
び
つ
く
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
２
０
１
０

年
に
始
ま
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
反
政

府
運
動
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
革
命
と
言
わ
れ
る
様

に
当
初
は
小
規
模
な
反
政
府
デ
モ
が
た
ち
ま
ち

民
衆
の
共
感
を
呼
び
国
家
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の

大
き
さ
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
一
青
年
の
焼
身
自
殺
に
端
を
発
し
て
い

る
よ
う
で
、
こ
の
映
像
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
世

界
中
に
配
信
さ
れ
大
事
件
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
今
で
は
報
道
規
制
は
過
去
の
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
私
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め

て
各
地
に
１
５
０
人
ほ
ど
Ｆ
Ｂ
友
が
い
ま
す
が
、

実
名
の
た
め
皆
あ
ま
り
程
度
の
低
い
こ
と
が
書

け
な
い
せ
い
か
、
政
治
や
宗
教
の
話
を
Ｕ
Ｐ
す
る

こ
と
が
多
く
、
結
構
興
味
深
い
考
え
方
の
人
が

い
ま
す
。　

　

今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
い
ろ
い
ろ
な
形
を
と
る
と

思
い
ま
す
が
目
が
離
せ
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
、
国
会
解
散
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
昔
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解

散
と
言
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
や
け

く
そ
解
散
も
し
く
は
馬
鹿
正
直
解
散
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ろ
今
後
の
政
局
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
宗
教

青
年
部
会
視
察
研
修

　「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
西
第
２
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」「
岡

山
県
卸
セ
ン
タ
ー
」「
直
島
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
」

の
３
か
所
を
11
月
16
日（
金
）〜
17
日（
土
）の
１

泊
２
日
で
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
は
組
合
の
新
規
共
同
事
業
と
し
て

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
利
用
を
検
討
し
て

お
り
、
そ
の
一
貫
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
は
万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
・
災
害
対
策
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
応
を
備
え

た
建
屋
に
最
新
の
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
企
業

が
所
有
す
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
預
か
る
業
務
を

し
て
い
ま
す
。
実
は
守
秘
義
務
に
よ
り
、
建

物
内
の
撮
影
は
も
ち
ろ
ん
立
地
場
所
や
中
で

見
聞
き
し
た
こ
と
も
他
言
で
き
な
い
た
め
、

あ
ま
り
ご
報
告
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
に
か
く

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
厳
し
く
、
サ
ー
バ
ー
棟

か
ら
の
物
の
出
入
り
は
ゴ
ミ
に
至
る
ま
で
す

べ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
厳
格
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
す
べ
て
が
万
全
過
ぎ
て
組
合
で

利
用
す
る
に
は
コ
ス
ト
面
で
少
々
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昼
食
後
、
新
幹
線
で
岡
山
へ
。
岡
山
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
で
15
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
立
地
し

て
い
る
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
は
、
定
款
を「
卸

団
地
」か
ら「
商
業
団
地
」へ
変
更
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
空
き
店
舗
や
企
業
跡
地
に
小
売
店

舗
が
参
入
し
、
街
の
活
性
化
に
成
功
し
た
卸
団

地
で
す
。
実
際
、
街
中
に
は
飲
食
店
を
主
と
し

た
お
洒
落
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
て
い
て
、
一
見

卸
団
地
と
い
う
感
じ
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
廃

業
者
対
策
と
し
て
企
業
跡
地
を
商
業
施
設
に
再

利
用
す
る
施
策
が
功
を
奏
し
今
の
と
こ
ろ
順
風

満
帆
の
よ
う
で
し
た
が
、
商
業
施
設
の
新
設
と

共
に
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
も
多
数
入
居
し
て
き
た

と
こ
ろ
に
若
干
問
題
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
現
在
住
民
と
は
う
ま
く
や
っ
て
い
て

大
き
な
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
景
観
上
の
問
題
で
こ
れ
以
上
マ

ン
シ
ョ
ン
は
増
や
し
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
施
策
の
お
か
げ
で
過
去
20
万
円
／
坪

ま
で
下
落
し
た
地
価
が
現
在
40
万
円
ま
で
上
昇

し
た
と
の
こ
と
で
、当
然
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
に
も
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
が

兵
庫
・
岡
山
・
香
川
を
１
泊
２
日
の
強
行
軍
で

卸団地とは思えない
オシャレな店舗が並ぶ。

組合会館前にて。

青
年
部
会
副
会
長
　
越
原 

寿
朗↑


